
　

今
月
は
、
第
６
次
長
期
総
合
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る「
市
民
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
本
来
は「
作
業
場
」「
仕
事
場
」を

意
味
す
る
言
葉
で
す
が
、
参
加
者
の
主
体
性
を
重
視
し
た
体

験
型
の
講
座
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

今
後
も
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
も
目
的
と
し
、
次
の
３
つ
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

〇 

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

市
民
参
加
の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
の
講
演

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
簡
単
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
全
５
回

実
施
し
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
が

考
え
る
塩
竈
ら
し
さ
や
課
題
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、
参
加
者

同
士
で
自
由
に
意
見
を
交
換
し
、
市
民
目
線
で〝
将
来
の
塩

竈
〞を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
活
動
の
円
滑
な
進
行
を
支
援
す
る
役
割
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
引
き
出
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
整
理
し
て
認
識
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

　

第
５
回
目
で
は
編
集
会
議
を
行
い
、
各
回
で
出
さ
れ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
に
ま
と
め
、
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

〇 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
成
果
発
表

　

９
月
に
実
施
予
定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
併
せ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
ま
す
。
各
回
の
成

果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す

る
ほ
か
、
市
内
に
展
示
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
と
内
容
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
３
月
号

に
掲
載
予
定
で
す
。
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⑤
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は
、
第
６
次
長
期
総
合
計
画
に
市
民
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さ
ん
の
声
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市
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本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
33
年
度
か
ら
整
備
を

行
い
、
平
成
30
年
度
末
に
は
下
水
道
普
及
率
99・
３
％
ま
で

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
特
有
の
事
情
で
あ
る
軟
弱

地
盤
対
策
な
ど
に
多
く
の
費
用
を
要
し
た
た
め
、
下
水
道
事

業
の
地
方
債(

市
の
借
金)

の
残
高
は
平
成
30
年
度
末
で
２
５

６
億
５
，０
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

納
付
い
た
だ
い
て
い
る
下
水
道
使
用
料
の
約
３
分
の
２
は
、

こ
の
地
方
債
の
償
還
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
料
金
を
高
く
し

て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
人
口
減
少
に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
が
見
込
ま
れ

る
事
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
資
産
や
経
営
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
事
業
運
営
の
効
率
化
や
健
全
化
を
さ
ら
に
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
令
和
２
年
度
か
ら

の「
公
営
企
業
会
計
」へ
の
移
行
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
３
月
号
は「
公
営
企
業
会
計
」を
解
説
し
ま
す)

下
水
道
の
こ
れ
か
ら
（
全
３
回
）

〜
そ
の
１  

下
水
道
の
現
状
〜

下水道使用料の内訳
(使用水量:20㎥/料金:3,905円の場合)

地方債の償還金
2,588円　66％

仙塩浄化センター
維持管理負担金
818円　21％

使用料
徴収委託料
158円
   4％

人件費
115円 3％ そのほか（光熱水費など）

226円  6％

第５次長期総合計画
策定時の市民懇談会

▲

▲カードなどを活用し
ながら、アイデアを
まとめていきます
（イメージ）
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